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は
じ
め
に

　

本
稿
は
幕
末
・
明
治
期
の
播
磨
西
部
、
赤
穂
郡
相
生
浦
の
肥
料
商
魚
屋
・
濱
本

弥
七
郎
家
の
「
買
仕
切
控
帳
」
の
検
討
か
ら
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
の
肥
料
流
通

の
一
端
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

魚
屋
弥
七
郎
家
は
古
く
か
ら
の
相
生
浦
の
住
人
で
、
天
保
期
に
は
す
で
に
相
当

規
模
の
肥
料
商
に
成
長
し
て
い
た
。
幕
末
期
に
は
赤
穂
藩
か
ら
勘
定
所
御
用
達
し

に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
豊
か
な
財
力
が
藩
か
ら
も
期
待
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ

た
。
残
さ
れ
た
史
料
は
、
幕
末
・
明
治
期
に
限
ら
れ
る
が
、「
通
帳
」「
買
仕
切
控

帳
」
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
の
肥
料
商
が
広
い
範
囲
か

ら
魚
肥
の
買
い
付
け
を
行
っ
て
い
た
様
相
と
そ
の
変
動
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

分
析
す
る
時
期
は
幕
末
・
維
新
期
か
ら
明
治
二
〇
年
代
ま
で
で
あ
る
が
、
近
代

化
の
進
む
な
か
で
、
肥
料
市
場
も
大
き
く
変
動
し
た
。
海
防
の
た
め
蝦
夷
地
の
大

半
を
幕
府
が
収
公
し
、
松
前
藩
の
統
制
を
廃
止
し
た
た
め
、
北
前
船
の
進
出
が
盛

ん
と
な
り
、
鯡
粕
・
羽
鯡
・
数
子
な
ど
が
全
国
市
場
へ
向
け
て
活
発
に
運
び
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
北
前
船
は
、
船
主
が
自
ら
資
金
を
投
下
し
て
、
積
み
荷
を

買
い
集
め
、
よ
り
有
利
な
場
所
で
販
売
す
る
買
積
み
方
式
を
と
っ
た
。
こ
の
た
め

北
前
船
は
日
本
海
・
瀬
戸
内
海
を
通
っ
て
大
坂
・
兵
庫
に
魚
肥
を
売
る
こ
と
を
基

本
と
し
つ
つ
も
、
途
中
の
有
利
な
港
で
積
み
荷
を
自
由
に
販
売
し
、
か
な
ら
ず
し

も
中
央
市
場
を
媒
介
に
は
し
な
か
っ
た
。
瀬
戸
内
海
諸
港
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背

後
の
農
村
の
発
展
に
応
じ
て
、
魚
肥
を
周
辺
に
販
売
す
る
問
屋
・
仲
買
小
売
商
が

成
長
し
て
、
幕
末
・
維
新
期
に
は
活
発
に
域
内
交
易
が
行
わ
れ
、
各
所
に
地
域
市

場
が
生
ま
れ
て
い
た（

（
（

。
い
っ
ぽ
う
明
治
一
〇
年
代
を
過
ぎ
る
と
、
三
井
・
三
菱
の

近
代
中
央
資
本
が
北
海
道
に
進
出
し
、
現
地
買
付
や
汽
船
を
利
用
し
た
運
送
な
ど

が
始
ま
る
。
北
海
道
と
中
央
を
結
ぶ
汽
船
の
航
路
も
設
け
ら
れ
、
運
賃
積
み
で
魚

肥
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
北
前
船
で
も
汽
船
の
採
用
な
ど
が
あ

り
、
明
治
二
〇
年
代
で
は
中
央
資
本
が
優
勢
を
占
め
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
明
治
三
〇
年
代
に
は
汽
船
・
鉄
道
・
電
信
網
な
ど
の
発
達
で
地
域
価
格
差

が
縮
ま
り
、
北
前
船
の
買
い
積
み
方
式
で
地
域
格
差
を
利
用
し
て
、
機
動
的
に
利

益
を
あ
げ
る
経
営
は
旨
み
が
な
く
な
っ
て
い
き
、
中
央
へ
の
集
約
が
進
ん
だ
。
瀬

戸
内
海
諸
港
で
も
、
鉄
道
と
結
ん
だ
り
、
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
港
が
繁
栄
し
、
背

後
に
大
き
な
消
費
地
を
も
た
な
い
潮
待
ち
の
港
は
停
滞
し
て
い
っ
た
。

幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
播
磨
西
部
の
肥
料
商
の
仕
入
れ
動
向
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以
上
の
よ
う
な
、
市
場
変
動
を
背
景
に
相
生
の
魚
屋
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
っ
た
の
か
、
仕
入
れ
の
変
化
の
な
か
に
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
か

が
、
こ
こ
で
の
問
題
関
心
で
あ
る
。

一
　
相
生
浦
と
魚
屋
弥
七
郎
家
に
つ
い
て

　

ま
ず
肥
料
取
引
に
関
わ
る
こ
と
に
限
っ
て
、
相
生
浦
と
魚
屋
弥
七
郎
家
に
つ
い

て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

播
磨
国
赤
穂
郡
相
生
浦
は
播
磨
の
西
端
の
赤
穂
藩
に
属
し
、
東
側
の
山
地
を
越

え
る
と
、
古
く
か
ら
瀬
戸
内
海
の
良
港
と
し
て
栄
え
た
室
津
が
あ
っ
た
。
室
津
に

は
、
西
国
か
ら
多
く
の
船
舶
が
入
り
、
早
く
は
薩
摩
産
干
鰯
の
陸
揚
港
と
し
て
繁

栄
し
、
近
世
後
期
に
は
北
前
船
が
寄
港
し
た
。
一
七
世
紀
後
半
と
さ
れ
る
記
録
で

は
、家
数
五
五
八
軒
、人
口
三
四
七
〇
人
、船
数
二
五
一
艘
だ
っ
た
と
さ
れ
る（

（
（

。

　

相
生
は
、
深
く
入
り
込
ん
だ
相
生
湾
の
中
間
東
側
に
あ
り
、
小
柴
や
魚
類
の
出

入
り
港
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
魚
業
も
盛
ん
で
、
ボ
ラ
座
な
ど
が
あ
っ
た（

（
（

。
貞
享

五
年
（
一
六
八
八
）
に
は
家
数
一
五
九
軒
、
人
口
一
〇
五
三
人
で
あ
っ
た
が
、
明

治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
は
家
数
七
〇
八
軒
、
人
口
三
九
四
八
人
と
な
っ
て
い

た
。
相
生
地
方
は
、
南
の
海
岸
沿
い
の
諸
村
は
、
瀬
戸
内
海
交
易
の
発
展
の
な
か

で
、
全
体
に
人
口
が
増
加
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
背
地
に
あ
た
る
内
陸
部
は
、
山

勝
ち
の
村
む
ら
で
停
滞
的
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
明
治
に
な
っ
て
も
、
と
く
に
有
力

な
商
品
作
物
の
栽
培
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
木
綿
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た
姫
路
平

野
と
は
こ
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
魚
屋
の
肥
料
販
売
に
つ
い
て
は
、
相
生
浦

か
ら
内
陸
山
方
の
村
む
ら
へ
向
け
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
条
件
に
規
定

さ
れ
て
、
一
人
当
た
り
の
販
売
量
は
少
な
く
、
広
く
薄
く
展
開
し
て
い
た
。

　

魚
屋
（
濱
本
）
弥
七
郎
家
は
、
明
治
三
〇
年
代
末
に
編
纂
さ
れ
た
「
諸
事
録
」

な
ど
に
よ
れ
ば
、
古
く
か
ら
の
相
生
の
住
人
で
、
宝
暦
年
間
の
魚
屋
善
七
を
近
代

の
初
代
と
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
頃
か
ら
魚
屋
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仕
入

れ
記
録
で
あ
る
「
買
仕
切
控
帳
」
で
も
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
肥
料
と
と
も
に
魚

類
の
仕
入
れ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
最
後
ま
で
魚
屋
と
し
て
の
業
態
を
も
っ

て
い
た（

（
（

。
肥
料
商
売
を
い
つ
始
め
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、「
干
鰯
当
座
帳
」
が

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
か
ら
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
頃
に
は
す
で
に
相
当
の
販

売
量
が
確
認
で
き
る
の
で
、
そ
れ
よ
り
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
肥
料
商
売
を
行
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　
「
諸
事
録
」
な
ど
か
ら
同
家
の
歩
み
を
年
表
に
し
た
が
（
表
1
）、
三
代
弥
七
郎

の
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
に
は
、
赤
穂
藩
の
御
借
り
入
れ
や
そ
の
主
催
す
る
御

講
に
加
入
し
た
功
績
で
、
藩
の
内
外
（「
地
他
」）
で
名
字
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ

れ
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
三
月
に
は
郡
方
勘
定
所
配
下
の
御
札
座
御
用
達
し

に
任
命
さ
れ
、
藩
札
の
管
理
に
あ
た
っ
た
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
五
月
に
、

不
勝
手
を
理
由
に
願
い
出
て
、
御
用
達
し
は
一
旦
免
除
さ
れ
る
が
、
四
代
弥
七
郎

に
な
る
と
、
ま
た
藩
財
政
を
賄
う
立
場
に
否
応
な
く
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
四

代
弥
七
郎
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
五
代
弥
七
郎
に
家
督
を
譲
り
、
明
治

一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
死
去
す
る
が
、「
諸
事
録
」
で
は
、
四
代
目
を
中
興
の
祖

と
称
し
て
い
る
。
こ
の
頃
ま
で
に
醤
油
醸
造
業
や
絞
油
業
な
ど
も
行
っ
て
い
た
。
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廃
藩
置
県
以
後
、
五
代
目
は
公
職
に
は
就
か
な
か
っ
た

が
、
神
明
丸
や
住
吉
丸
の
船
舶
を
買
い
込
ん
だ
り
、
加
賀
橋

立
の
北
前
船
主
寺
谷
源
七
の
持
船
幸
徳
丸
に
出
資
を
依
頼
さ

れ
共
同
運
営
に
あ
た
っ
た
り
し
て
家
業
に
励
ん
だ
。
明
治

二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
五
代
弥
七
郎
は
隠
居
し
、
六
代
弥

七
郎
正
治
が
家
督
を
継
い
だ
。
そ
の
翌
年
神
戸
取
引
所
の
米

穀
肥
料
仲
買
人
営
業
の
た
め
、
分
家
二
軒
と
入
野
村
高
田
万

蔵
、
神
戸
市
栄
町
四
丁
目
の
吉
田
有
雄
と
と
も
に
組
合
会
社

を
結
成
し
た
。
こ
の
仲
買
人
経
営
は
野
村
・
吉
田
が
手
を
引

い
て
魚
屋
の
も
と
で
運
営
さ
れ
た
が
、
担
当
の
分
家
が
資
金

を
流
用
・
放
蕩
し
た
た
め
明
治
二
六
年
に
破
綻
し
た
。
そ
の

こ
と
も
あ
っ
て
か
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
三
月
に
は
魚

屋
は
肥
料
商
を
廃
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
年
一
二
月
の
同
家
の
資
産
は
相
生
・
那
波
・
若
狭

野
・
有
年
・
高
田
・
高
雄
・
布
施
・
戸
原
八
カ
村
に
田
三
一

町
七
畝
一
一
歩
、
畑
宅
地
一
町
九
反
一
畝
二
九
歩
、
山
林
原

野
四
〇
町
六
反
六
畝
九
歩
、
地
価
合
計
一
万
六
七
八
二
円

六
一
銭
二
厘
、
入
附
米
高
三
九
七
石
一
斗
八
升
九
合
、
麦
七

石
二
斗
九
升
九
合
、
所
得
金
額
三
三
七
〇
円
と
な
っ
て
い

た
。
明
治
三
一
年
の
『
日
本
全
国
商
工
人
名
簿
』
に
よ
る

と
、
同
家
は
赤
穂
郡
内
の
一
四
人
の
大
地
主
の
一
人
で
あ

表１　魚屋弥七郎家の経歴
年代 事項
宝暦年間 近代の初代魚屋善七

明和2年6月7日 2代弥七郎早世、上町惣七の子を養子として、
2代弥七郎とする

不詳
3代弥七郎、子供なく、分家善七の長女を養
女として、堀端利平の長男を婿として4代弥
七郎とする

天保元年10月18日 御借入並び御講加入につき地他名字御免
嘉永2年3月9日 郡方勘定所御札座御用達しを命じられる※
嘉永4年2月 3代弥七郎75才にて隠居を願う
嘉永6年5月3日 不勝手につき御用達しを免除される※
安政3年 4代弥七郎正政、年寄役となる
文久2年3月24日 赤穂藩より勘定所臨時御用懸を命じられる

文久3年11月 旅帯刀差し免じ、藩主発駕・帰城の送迎を命
じられる

慶応元年閏5月14
日 油絞業免許

慶応2年11月21日 大砲車1、献上につき袴地1反頂戴
明治元年2月12日 出陣に梅干し4挺献上、地他とも帯刀免除
明治元年12月2日 勘定所御札座三御役所御用達しを命じられる
明治2年正月元旦 籠にて登城年頭御礼

明治4年3月 室津井筒屋定吉と仲間で神明丸購入、北海
道・樺太航海

明治4年 5代弥七郎正明家督相続
明治5年秋 神明丸樺太破船
明治10年4月9日 4代弥七郎死去（当家中興の祖）
明治17年4月 大阪にて住吉丸24枚帆724石積みを購入
明治17年12月15日 弥三兵衛へ醤油業譲与、分家する

明治18年3月 加賀江沼郡橋立村寺谷源七持船幸徳丸に4分
資本加入

明治23年11月17日 5代弥七郎隠居、6代弥七郎正治襲名
明治24年12月 神戸取引所仲買人営業のため組合会社設立
明治26年4月 組合会社、分家の放蕩により破綻
明治27年3月14日 肥料商業を休業する

出典：濱本家文書17－1「議事録」、※嘉永2年、同6年は
15－119慶応3年正月「年々諸用事帳」で補足。
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り
、
納
税
額
は
一
万
三
七
六
四
円
余
で
七
番
目
だ
っ
た（

（
（

。

　

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
赤
穂
銀
行
貯
蓄
部
が
で
き
る
と
代
理
店
と
な
り
、

弥
七
郎
は
そ
の
取
締
役
と
な
っ
た
。
ま
た
同
年
赤
穂
商
業
銀
行
の
発
足
に
は
発
起

人
に
加
わ
り
監
査
役
、
同
年
岩
見
銀
行
の
創
設
で
は
発
起
株
を
引
き
受
け
、
取
締

役
と
な
っ
た
。
ま
た
那
波
銀
行
の
監
査
役
、
相
生
銀
行
の
取
締
役
と
な
っ
た
。
日

清
戦
争
後
の
企
業
勃
興
の
な
か
で
地
方
銀
行
の
設
立
ブ
ー
ム
と
地
域
金
融
の
再
編

が
起
き
て
い
た
が
、
六
代
弥
七
郎
は
こ
れ
に
積
極
的
に
対
応
し
て
、
地
主
・
銀
行

家
へ
転
身
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

二
　
弘
化
・
嘉
永
期
の
室
津
仕
入
れ

　

魚
屋
の
仕
入
れ
の
全
貌
が
わ
か
る
の
は
「
買
仕
切
控
帳
」
が
残
る
安
政
七
年

（
万
延
元
年
）
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
つ
い
て
、
室
津
の
有
力
肥
料

商
と
の
取
引
を
記
録
し
た
通
帳
が
弘
化
年
間
か
ら
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ

い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
室
津
は
近
世
で
は
、
姫
路
藩
か
ら
干
鰯
市
場
を
開
く
特

権
を
与
え
ら
れ
、
姫
路
平
野
の
肥
料
取
引
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
こ
と
に
相
生

に
近
接
し
て
、
魚
屋
の
仕
入
れ
で
も
高
い
比
重
を
占
め
て
い
た
。

　

Ａ　

嶋
屋
半
四
郎
と
の
取
引

　

表
2
は
室
津
の
有
力
干
鰯
問
屋
嶋
屋
半
四
郎
か
ら
の
仕
入
れ
状
況
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
干
鰯
問
屋
と
の
取
引
は
、
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
毎
年

状
況
に
よ
り
変
動
す
る
。
弘
化
・
嘉
永
期
の
買
付
総
額
で
は
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
が
銀
一
五
貫
余
と
最
低
で
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
が
六
八
貫

余
で
最
高
と
な
っ
て
い
る
。
春
先
は
、
五
島
・
佐
伯
・
宇
和
島
（
宇
和
）
な
ど
の

西
国
か
ら
の
鰯
肥
料
が
入
荷
し
、
八
月
頃
か
ら
鯡
粕
・
羽
鯡
・
数
子
・
白
子
な
ど

の
蝦
夷
地
産
の
鯡
肥
料
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
が
仕
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
肥

料
は
鰯
と
鯡
を
加
工
し
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
キ
ビ
ナ
ゴ
・

鯵
・
鮪
・
魦
・
鯖
・
蟹
・
ア
ミ
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
瀬
戸
内
海
産
の
も
の

が
多
か
っ
た
。
ま
た
粕
に
つ
い
て
は
、
ア
ツ
タ
（
厚
田
）・
マ
シ
ケ
（
増
毛
）・
城

下
（
松
前
城
下
）・
カ
ヤ
ベ
（
茅
部
）・
唐
太
（
樺
太
）
な
ど
蝦
夷
地
な
ど
の
地
名

の
付
い
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
鯡
粕
か
鰯
粕
か
判
断
が
で
き
な
い
の
で
そ

の
ま
ま
と
し
た
。
五
島
・
越
後
角
田
・
荒
川
（
越
後
か
）・
紋
別
な
ど
地
名
だ
け

の
も
の
も
あ
る
が
、
五
島
は
明
ら
か
に
干
鰯
で
、
紋
別
は
鯡
と
見
ら
れ
る
が
、
外

は
明
記
が
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
越
後
角
田
・
荒
川
な
ど
は
干
鰯
の
可
能
性
も

あ
る
が
、
鰰
も
獲
れ
る
の
で
断
定
で
き
な
い
。

　

仕
入
れ
銀
高
で
見
る
と
、
鯡
粕
な
ど
の
蝦
夷
地
産
の
魚
肥
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
七
、八
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
北
前
船
で
瀬
戸
内
海
へ
入
荷

し
て
、
買
い
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
夏
作
は
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
秋
冬

作
に
販
売
す
る
ほ
か
、
多
く
は
来
年
の
春
作
の
た
め
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

室
津
の
嶋
屋
半
四
郎
と
の
同
時
期
の
取
引
に
つ
い
て
は
飾
万
の
嶋
屋
仁
左
衛
門

の
分
析
の
時
に
す
で
に
ふ
れ
て
い
る（

（1
（

。
飾
万
津
は
、
近
世
初
期
姫
路
城
建
設
に
あ

た
っ
て
、
そ
の
外
港
と
し
て
開
か
れ
、
近
世
後
期
に
は
嘉
永
元
年
に
室
津
に
並
ん

で
干
鰯
の
市
売
を
認
め
ら
れ
た
。
姫
路
平
野
の
中
心
部
に
位
置
し
、
物
資
の
出
入
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表２　室津嶋屋半四郎よりの仕入れ
年代 品目 俵数（俵） 重量（貫） 代銀（匁） 産地

弘化2年

干鰯 30 921 五島
キビナゴ 19 238 五島
〆粕 30 1,425 走水
鯡粕 849 2,478 
焼鯡 302 754 
粕 1,655 4,682 アツタ・マシケ
数子 1,225 4,931 
小計 79 4,031 15,430 

弘化3年

干鰯 64 2,650 五島
鯡 5,037 13,760 
鯡粕 2,240 6,451 
外割 859 2,576 
粕 1,889 5,539 城下
アツタ 1,946 5,128 
さき 158 544 
穴粕 2,057 5,354 
小計 64 14,185 42,003 

嘉永元年

干鰯 2286 10,044 五島・佐伯・壱岐
〆粕 353 1,305 佐伯
佐伯直し 484 1,344 
その他 461 4,277 魦・越後角田・荒川
鯡 1,592 4,312 
鯡粕 2,605 7,100 
羽鯡 3,910 10,254 
外割 482 1,332 
目切 79 127 
数子 2,176 7,425 
粕 6,302 17,657 マシケ・城下・唐太
その他 1,079 3,322 紋別
小計 2747 19,061 68,499 

嘉永3年

干鰯 135 4,121 五島
〆粕 50 262 3,012 宇和・臼杵
砕 754 1,335 佐伯
キビナゴ 143 1,740 五島・長崎
鯵 11 161 五島
鯵取 270 715 
平子 209 1,864 仙崎・石見
鯖 45 239 対馬
鮪いり 482 1,021 
鯡粕 1,758 4,615 
羽鯡 830 2,344 
数子 388,673 2,097 
白子 878 2,670 
粕 1,137 2,723 城下・カヤベ・穴
目切 16 32 
身欠 394 1,202 
玉粕 232 604 
アロ 13 183 
小計 1088 395,203 30,678 

嘉永6年

キビナゴ 43 459 
鰰干鰯 590 1,563 
鯡粕 1,526 4,955 
羽鯡 430 1,317 
本マシケ 279 865 
粕 10 1,830 6,703 しび・宇粕・古平・マシケ
その他 293 3,103 かに・にご・あら・アミ
小計 346 4,655 18,965 

出典：濱本家文書15－61、62、192、63、64、各年度の「干鰯通」。
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り
の
利
便
性
が
強
み
だ
っ
た
。
し
か
し
河
口
に
あ
る
た
め
港
の
底
が
浅
く
、
こ
れ

を
改
修
し
て
船
舶
の
入
港
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
が
、
明
治
一
〇
年
代
で
も
港
の

入
り
口
の
底
が
浅
く
干
潮
時
に
は
一
〇
〇
石
積
み
の
船
で
も
通
過
で
き
な
い
状
態

で
、
そ
の
浚
渫
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る（

（1
（

。
こ
の
た
め
明
治
期

ま
で
室
津
と
の
取
引
も
継
続
し
て
い
た
。
飾
万
の
嶋
屋
仁
左
衛
門
の
取
引
で
す
で

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
室
津
問
屋
の
口
銭
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
同
じ
姫
路
藩
領

だ
っ
た
の
で
一
部
に
は
藩
札
で
の
支
払
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

嶋
屋
仁
左
衛
門
の
場
合
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
仕
入
れ
額
が
銀
六
〇
貫

余
で
、
以
降
、
飾
万
の
市
場
で
の
買
付
が
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
た
め
か
、
安
政

五
年
（
一
八
五
八
）
に
銀
六
一
貫
余
と
な
っ
た
以
外
は
振
る
わ
な
く
な
っ
て
い
っ

た
。
ま
た
仕
入
れ
は
鯡
粕
・
羽
鯡
が
中
心
で
、
魚
屋
ほ
ど
は
西
国
産
の
干
鰯
な
ど

多
様
な
仕
入
れ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
魚
屋
の
場
合
、
藩
札
で
の
支
払
い

は
記
述
が
な
い
。
室
津
は
姫
路
藩
、
相
生
は
赤
穂
藩
だ
っ
た
の
で
流
通
は
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
未
払
い
分
の
利
子
に
つ
い
て
は
、
記
述
は
あ
る
が
、

対
象
と
な
る
期
日
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
つ
ぎ
の
鍋
屋
甚
右
衛

門
の
場
合
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

Ｂ　

鍋
屋
甚
右
衛
門
と
の
取
引

　

魚
屋
に
は
、
嶋
屋
半
四
郎
の
外
に
、
室
津
の
問
屋
鍋
屋
甚
右
衛
門
の
通
帳
が

残
っ
て
い
る
。
表
3
に
鍋
屋
か
ら
の
仕
入
れ
を
示
し
た
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

と
翌
六
年
の
通
帳
で
あ
る
が
、
嘉
永
五
年
が
銀
三
二
貫
余
、
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
が
銀
一
六
貫
余
と
な
っ
て
い
る
。
嘉
永
五
年
は
、
嶋
屋
の
仕
入
れ

表３　室津鍋屋甚右衛門よりの仕入れ
年代 品目 俵数（俵） 重量（貫） 代銀（匁） 産地など

嘉永5年

干鰯 531 5,811 宇和・五島・長崎・野茂
鰯〆粕 15 1,812 5,551 佐伯
砕 100 1,879 宇和・佐伯
平子 22 176 石見
その他 97 3,383 宇和続・五島キビ・鯛粕
鯡粕 3,705 9,472 
羽鯡 852 2,058 
鯡 1,318 3,479 
数子 17 81 
その他 287 715 唐太
小計 765 7,992 32,604 

嘉永6年

干鰯 184 4,334 五島
鯡粕 2,765 9,181 
鯡粕 669 1,941 
数子 329 1,811 
種粕 70 155 すぼし・アミ・灰くず
その他 160 612 3,912 
小計 160 4,446 16,999 

出典：濱本家文書15－143、144各年度の「干鰯通」。



7 （白川部達夫）

の
少
な
い
年
を
越
え
る
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
嘉
永
六
年
は
、
嶋
屋
も
鍋
屋
か
ら

も
仕
入
れ
量
が
少
な
か
っ
た
。
品
目
で
は
、
嘉
永
五
年
は
西
国
産
の
干
鰯
・
〆
粕

な
ど
を
全
体
の
半
分
を
占
め
る
ほ
ど
仕
入
れ
て
い
た
。

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
通
帳
の
冒
頭
か
ら
、
取
引
の
状
況
を
見
よ
う（

（1
（

。

　
　
　
　

覚

亥
十
二
月
差
引
残
り

一
、
弐
拾
四
貫
三
百
七
拾
匁
七
分
弐
り　
　

〆

　

り
弐
貫
百
五
拾
四
匁
三
分
七
り　
　
　
　
　

弐
百
廿
一
日

　
　
（
中
略
）

正
月
五
日

一
、
羽
鯡
百
丸

　

此
〆
八
百
五
拾
四
貫
四

　

九
壱
正
ミ

　
　

七
百
七
拾
七
貫
五
百
四
匁

　

廿
四
匁
三
分
か
へ

代
壱
貫
八
百
八
十
九
匁
三
分
三
り

　
　
（
中
略
）

代
〆
弐
貫
九
百
四
十
八
匁
三
分
三
り

　

又
廿
九
匁
四
分
四
り　
　
　
　

口
銭

　

又
廿
五
匁　
　
　
　
　
　
　
　

掛
物

〆
三
貫
弐
匁
八
分
三
り

　

り
弐〻

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

百
廿
弐
匁
弐
分
弐
り

　
　

百
七
拾
五
匁
壱
分
六
り　
　
　
　
　
　

百
九
十
日

冒
頭
で
は
、
前
年
の
差
し
引
き
残
り
が
銀
二
四
貫
余
と
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
利
子
が
銀
弐
貫
余
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
下
に
「
弐
百
廿
一
日
」
と
あ
る
の
が

貸
付
期
間
で
、
日
歩
で
計
算
が
出
さ
れ
て
い
る
。
正
月
か
ら
数
え
る
と
こ
の
年
は

四
月
に
閏
月
が
あ
る
の
で
七
月
一
四
日
が
二
二
一
日
目
に
あ
た
る
。
通
帳
は
盆
暮

れ
に
精
算
が
行
わ
れ
る
の
で
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
計
算
す
る
と
日
歩
四
毛
が

利
子
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
太
陽
暦
で
年
利
に
す
る
と
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
る
。

　

前
年
度
の
差
引
残
の
記
載
の
後
に
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
取
引
が
記
載

さ
れ
る
が
、
こ
の
年
は
羽
鯡
を
正
月
に
買
い
付
け
て
い
た
。
羽
鯡
一
〇
〇
丸
の
重

量
に
、
〇
・
九
一
を
乗
じ
て
正
味
重
量
を
出
し
、
こ
れ
に
一
〇
貫
目
当
た
り
の
価

格
銀
二
四
匁
三
分
を
乗
じ
て
代
銀
が
算
出
さ
れ
る
。
比
率
を
定
め
て
正
味
重
量
を

出
す
の
は
、
俵
引
き
と
称
し
て
俵
の
重
さ
分
を
引
い
た
り
す
る
の
を
一
律
に
し
た

た
め
で
あ
る
が
、
乗
じ
る
数
字
は
時
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
そ
の
日
の
取

引
品
目
ご
と
に
代
銀
を
記
載
し
、
口
銭
・
掛
物
代
を
加
え
て
支
払
い
総
額
が
決
ま

る
。
口
銭
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
室
津
は
共
通
し
て
い
る
。
掛
物
は
荷
造
り
や
船
へ

の
積
み
賃
な
ど
で
あ
ろ
う
。
代
銀
に
は
利
子
が
付
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
日
歩
三
毛

で
、
年
利
一
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
こ
れ
は
嘉
永
六
年
の
通
帳
も
同
様
で
、

鍋
屋
の
場
合
、
そ
の
年
の
内
は
日
歩
三
毛
、
年
を
越
す
と
日
歩
四
毛
と
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
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三
　
万
延
・
慶
応
期
の
肥
料
仕
入
れ

　

表
4

−

1
、
2
に
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
よ
り
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ま

で
の
魚
屋
の
仕
入
れ
を
示
し
た
。

　

表
4

−

1
は
仕
入
れ
先
ご
と
の
集
計
で
あ
る
。
仕
入
れ
総
額
は
、
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
が
銀
一
三
八
貫
余
で
文
久
期
に
は
一
七
〇
貫
匁
台
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
に
は
銀
六
九
五
貫
匁
台
と
な
り
急
増
し
た
。
慶
応
期
は
幕
末
の
物

価
上
昇
が
頂
点
に
達
し
た
時
期
な
の
で
、
割
り
引
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
れ
で
も
仕
入
れ
量
は
か
な
り
増
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
仕
入
れ
先
の
銀
高

合
計
の
比
重
は
、
室
津
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
し
か
し
上
方
・
西
国
も
一
定
数

あ
り
、
こ
と
に
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
か
け
て
は
、
西
国
か
ら
の
仕
入
れ
が

増
加
し
た
と
い
え
る
。

　

上
方
で
は
、
兵
庫
・
大
坂
・
西
宮
の
肥
料
商
か
ら
の
仕
入
れ
が
見
ら
れ
た
。
兵

庫
が
中
心
で
、
瓜
屋
半
兵
衛
と
の
取
引
は
継
続
的
だ
っ
た
。
魚
屋
は
魚
類
販
売
も

行
っ
て
い
た
の
で
、
兵
庫
で
は
瓜
屋
の
外
に
、
兵
庫
匠
町
の
山
田
屋
源
十
郎
と
の

魚
類
の
継
続
取
引
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
魚
肥
を
含
ま
な
い
の
で
表
に

は
出
て
い
な
い
。
ほ
か
の
打
出
屋
以
下
は
帳
簿
上
「
入
組
」
に
分
類
さ
れ
る
、
そ

の
場
限
り
の
取
引
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
瓜
屋
半
兵
衛
（
湊
町
）
も
打
出
屋
（
船

大
工
町
）
も
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
兵
庫
干
鰯
屋
仲
間
「
戎
講
印
形
帳
」
で

は
年
行
司
を
務
め
る
干
鰯
屋
で
あ
っ
た（

（1
（

。
ま
た
大
坂
の
鷲
屋
与
七
郎
に
つ
い
て

は
、
住
所
が
大
坂
海
部
堀
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
坂
の
干
鰯
屋
仲
間
の
一

表４－１　幕末期の仕入れ先（単位：銀匁）
居所 名前 万延元年 文久元年 文久2年 慶応2年
兵庫 瓜屋半兵衛 7,956 9,558 1,173 

打出屋治兵衛 1,238 1,637 
他 2,724 
小計 9,195 9,558 5,534 

大坂 鷲屋与七郎 402 1,300 
西宮 ざこ屋喜助 1,605 

上方小計 9,596 12,462 5,534 
室津 金屋長左衛門 5,421 1,244 2,913 

嶋屋半四郎 103,332 152,674 106,263 331,228 
鍋屋甚右衛門 12,400 4,046 2,030 70,139 
その他 1,084 173 45,444 79,504 

室津小計 122,237 158,137 156,650 480,871 
下津井 420 2,415 4,892 6,860 
鞆 大坂屋万右衛門 93,613 
尾道 1,793 
高松 泉屋亦右衛門 5,335 46,790 
他 2,439 9,029 58,745 

西国小計 2,859 7,750 13,922 207,801 
不明 3,634 696 6,700 
合計 138,326 179,045 176,105 695,373 

上方の比重 6.9 7 3.1 0
室津の比重 88.4 88.3 89 69.2
西国の比重 2.1 4.3 7.9 29.9
不明の比重 2.6 0.4 0 1

嶋屋半四郎の室津の比重 84.5 96.5 67.8 68.9
嶋屋半四郎の全体の比重 74.7 85.3 60.3 47.6

出典：濱本家文書15－72～75各年度の「買仕入控帳」。
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人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
致
す
る
人
物
は
い
な
い
。
た
だ
鷲
屋
は
古
く

か
ら
仲
間
に
い
る
の
で
、
そ
の
一
人
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
ざ

こ
屋
喜
助
に
つ
い
て
は
西
宮
の
干
鰯
屋
仲
間
帳
に
、
雑
古
屋
な
ど
の
名
前
は
あ
る

が
天
保
期
ま
で
の
記
録
し
か
な
く
、
一
致
す
る
も
の
は
い
な
か
っ
た（

（1
（

。

　

室
津
で
の
取
引
は
、
先
に
検
討
し
た
嶋
屋
半
四
郎
が
中
心
で
あ
っ
た
。
銀
高
で

は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
で
は
銀
六
八
貫
匁
余
で
、
そ
の
後
、
や
や
停
滞
し
て

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
は
銀
一
八
貫
匁
余
と
な
っ
て
い
た
が
、
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
に
は
銀
一
〇
三
貫
匁
余
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
に
は
三
三
一
貫
匁
余
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
仕
入
れ
の

比
重
に
付
い
て
み
る
と
、
最
大
と
な
っ
た
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
で
は
室
津
取

引
の
九
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
全
体
に
た
い
す
る
比
重
で
も
、
こ
の
年

は
八
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
か
ら
、
そ
の
大
き
さ
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
年
を
ピ
ー
ク
に
慶
応
二
年
に
は
全
体
で
四
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で

低
下
し
た
。
文
久
二
年
は
室
津
の
占
め
る
地
位
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
室

津
の
ほ
か
の
も
の
か
ら
の
購
入
が
増
加
し
こ
と
が
、
嶋
屋
半
四
郎
の
比
重
を
下
げ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
と
に
室
津
端
町
干
鰯
屋
儀
三
郎
か
ら
の
仕
入
れ
が
銀

三
五
貫
余
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
会

所
の
干
鰯
屋
伊
三
郎
・
亀
屋
伊
三
兵
衛
と
の
取
引
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
は
幕
府

が
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
箱
館
物
産
会
所
を
設
立
し
、
鯡
粕
以
下
の
物
産

の
取
引
を
統
制
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
に
は
江
戸
・
大
坂
・
兵
庫
に

会
所
が
で
き
、
文
久
年
間
に
は
堺
・
敦
賀
・
京
都
・
下
関
・
新
潟
と
会
所
が
設
立

さ
れ
、
そ
れ
が
室
津
に
も
及
ん
だ
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
干
鰯
屋
伊
三
郎
・
亀
屋
伊
三
兵

衛
は
そ
の
運
営
を
任
さ
れ
た
問
屋
仲
買
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
に
は
な
い
が
、

魚
屋
の
記
録
に
よ
る
と
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
は
、
松
前
建
入
船
が
例
年
よ
り

遅
れ
、
魚
肥
が
高
騰
し
た
。
こ
の
時
、
嶋
屋
半
四
郎
の
手
船
栄
勇
丸
が
登
っ
て
き

て
、
ル
ヽ
モ
ッ
ヘ
イ
（
留
萌
）
粕
一
六
〇
〇
余
を
積
み
帰
っ
た
と
あ
る（

（1
（

。
嶋
屋
は

自
ら
手
船
で
直
接
、
蝦
夷
地
の
魚
肥
を
買
い
付
け
て
室
津
で
販
売
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
嶋
屋
の
取
引
の
一
部
で
あ
ろ
う
が
、
北
前
船
経
営

に
も
乗
り
出
し
て
い
た
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。

　

西
国
は
下
津
井
・
鞆
・
尾
道
の
口
座
と
そ
の
他
の
入
組
の
も
の
が
あ
る
。
備
前

下
津
井
は
岡
山
藩
の
玄
関
口
に
あ
た
り
、
北
前
船
な
ど
が
寄
港
し
た
。
こ
の
時
期

は
、
天
王
丸
喜
代
蔵
・
浜
屋
栄
蔵
・
津
国
屋
伴
助
な
ど
と
取
引
が
あ
っ
た
。
な
お

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
「
尾
之
道
津
伴
」（
津
国
屋
伴
助
）
と
も
あ
り
、

さ
ら
に
後
に
は
、
尾
道
中
浜
の
肩
書
き
で
現
れ
、
尾
道
の
津
国
屋
伴
助
と
の
取
引

が
多
く
な
る
。
両
者
の
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
ま
ま
と
し

た
。
鞆
は
大
坂
屋
万
右
衛
門
と
の
取
引
が
あ
っ
た
、
大
坂
屋
万
右
衛
門
は
北
海
産

荷
受
問
屋
で
、
鞆
に
入
港
し
た
北
前
船
主
の
魚
肥
の
販
売
を
引
き
受
け
て
い
た
。

幕
末
・
維
新
期
に
は
自
ら
も
和
船
を
所
有
し
て
、
北
海
道
・
日
本
海
で
買
積
み
船

経
営
を
行
っ
て
い
た
。
大
坂
屋
と
は
魚
肥
の
外
に
、
米
や
大
豆
な
ど
の
取
引
が

あ
っ
た
。
鞆
は
近
く
に
福
山
の
木
綿
作
の
盛
ん
な
平
野
部
が
あ
り
、
明
治
二
〇
年

代
ま
で
繁
栄
し
た
が
、
や
が
て
尾
道
に
北
前
船
の
寄
港
が
移
っ
て
衰
退
す
る
よ
う

に
な
っ
た（

（1
（

。
讃
岐
高
松
で
は
泉
屋
亦
右
衛
門
と
の
取
引
が
明
治
期
ま
で
続
い
て
い
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た
。
ま
た
そ
の
他
で
は
、
文
久
二
年
で
は
、
伊
津
（
播
磨
）・
丸
亀
（
讃
岐
）・
太

田
部
（
不
明
）・
周
世
（
播
磨
）・
小
豆
島
（
讃
岐
）・
牟
岐
（
阿
波
）
な
ど
か
ら

仕
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
小
豆
島
や
牟
岐
な
ど
は
廻
船
で
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ

う
。
慶
応
二
年
に
は
余
部
（
播
磨
カ
）・
那
波
（
播
磨
）・
井
野
原
（
播
磨
）・
尾

崎
田
中
・
高
谷
・
伊
津
（
播
磨
）・
坂
下
（
讃
岐
）・
正
条
（
播
磨
）
な
ど
さ
ら
に

多
く
の
取
引
が
行
わ
れ
た
が
、
近
隣
の
浦
や
村
な
ど
と
少
額
の
取
引
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
な
か
に
は
油
粕
の
仕
入
れ
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
多
い
も
の
で
は
、
尾
崎

田
中
の
破
力
丸
卯
兵
衛
か
ら
鯡
粕
銀
九
貫
匁
余
を
購
入
し
て
い
る
。
廻
船
で
持
ち

込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

表
4

−
2
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ま
で
の

仕
入
れ
品
目
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
干
鰯
・
〆
粕
（
鰯
）・
キ
ビ
ナ
ゴ
・
煎

（
い
り
）・
平
子
（
鯛
子
な
ど
を
含
む
）
他
ま
で
は
、
主
と
し
て
西
国
産
で
あ
り
、

鯡
・
鯡
粕
・
羽
鯡
・
数
子
・
白
子
・
他
は
蝦
夷
地
産
の
も
の
で
あ
る
。

　

全
体
的
に
見
て
、
鯡
粕
・
羽
鯡
な
ど
蝦
夷
地
産
の
も
の
が
万
延
元
年
で
は

表
４
－
２
　
幕
末
期
の
仕
入
れ
品
目

年
代

万
延

元
年

文
久

元
年

文
久

2年
慶

応
2年

品
目

俵
数（

俵
）

重
量（

貫
）

代
銀（

匁
）

俵
数（

俵
）

重
量（

貫
）

代
銀（

匁
）

俵
数（

俵
）

重
量（

貫
）

代
銀（

匁
）

俵
数

（
俵

）
重

量（
貫

）
代

銀（
匁

）
干

鰯
22

8
6,2

06
 

13
0

53
0 

38
5

1,7
69

 
15

,95
6 

63
6

40
7 

34
,83

5 
〆

粕
35

2,1
98

 
11

,31
0 

12
21

5 
2,0

81
 

キ
ビ

ナ
ゴ

19
0

3,8
69

 
60

1,1
73

 
煎

61
3

6,6
19

 
31

4
4,1

53
 

11
8

2,2
47

 
71

1,8
74

 
平

子
な

ど
57

1
8,3

16
 

4
52

 
60

2,2
50

 
他

15
3

1,7
13

 
22

1
4,8

06
 

11
8

1,3
03

 
13

49
玉

20
7 

37
,39

6 
鯡

48
0 

14
,44

9 
1,5

95
 

24
,32

2 
鯡

粕
16

,00
4 

68
,20

0 
14

,32
2 

10
3,4

54
 

14
,32

2 
70

,21
1 

16
,54

4 
33

7,2
67

 
羽

鯡
3,8

96
 

13
,69

1 
5,0

72
 

22
,18

2 
9,4

06
 

47
,04

2 
30

丸
5,2

85
 

10
0,0

61
 

数
子

4,2
23

 
21

,98
8 

3,8
36

 
21

,12
6 

2,0
81

 
12

,47
6 

5,0
03

 
81

,86
1 

白
子

16
6 

85
2 

56
2 

3,5
00

 
2,0

28
 

39
,45

8 
他

34
9 

73
4 

11
7 

46
2 

2,3
73

 
10

,86
1 

1,5
50

 
28

,63
5 

他
・

不
明

15
3

85
7 

1,8
20

 
1,8

53
 

32
8

1,3
06

 
9,2

04
 

11
77

32
,62

0 
7,4

15
 

合
計

13
37

24
,95

3 
13

8,3
26

 
12

71
27

,53
2 

17
9,0

45
 

10
25

32
,03

5 
17

6,1
05

 1
94

4／
13

49
玉

／
30

丸
65

,23
9 

69
5,3

73
 

蝦
夷

地
比

重
86

.1
82

.7
81

.8
88

鯡
粕

比
重

49
.3

57
.8

39
.9

48
.5

羽
鯡

比
重

9.9
12

.4
26

.7
14

.4
数

子
比

重
15

.9
11

.8
7.1

11
.8

出
典

：
濱

本
家

文
書

表
４

－
1

に
同

じ
。
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八
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
以
下
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）、
同
二
年
は
若

干
低
下
す
る
も
の
の
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん

だ
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
蝦
夷
地
は
幕
領
化
さ
れ
、
北
前
船
な
ど
が
奥
地

ま
で
魚
肥
を
買
い
付
け
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
鯡
粕

な
ど
が
大
量
に
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鯡
肥
料
の
利
用
が
進
ん
だ
。

　

西
国
産
で
は
干
鰯
が
ど
の
年
も
仕
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
五
島
中
羽
・
五
島
な
ど

五
島
列
島
産
の
も
の
が
中
心
で
、
佐
伯
・
宇
和
（
宇
和
島
）・
仙
崎
（
長
門
）・
長

崎
・
秋
田
な
ど
の
も
の
が
あ
っ
た
。
仕
入
れ
先
に
と
く
に
特
徴
は
な
く
、
嶋
屋
半

四
郎
か
ら
仕
入
れ
た
も
の
が
多
い
。
室
津
に
入
荷
し
た
も
の
を
買
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
五
島
産
の
干
鰯
が
入
荷
の
中
心
だ
っ
た
こ
と
は
嘉
永
期
に
も
い
え

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

〆
粕
は
魚
類
を
煮
て
油
を
取
り
、
絞
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
鰯
〆
粕
で
は
佐
伯

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
鰰
干
鰯
な
ど
も
あ
っ
た
。

キ
ビ
ナ
ゴ
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
で
は
五
島
キ
ビ
と
あ
る
が
、
後
は
た
だ
キ

ビ
ナ
ゴ
と
あ
る
だ
け
で
産
地
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
嘉
永
期
に
は
五
島
産
の
も

の
が
恒
常
的
に
仕
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

　

煎
は
「
い
り
」
と
書
か
れ
、
仙
崎
い
り
と
か
魦
（
ハ
ゼ
）
い
り
と
い
う
よ
う

に
、
地
名
や
魚
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
鮪
（
シ
ビ
）
い
り
な
ど
も
あ
り
、
小
魚

を
煎
っ
た
も
の
を
肥
料
と
し
た
。
室
津
の
金
屋
長
左
衛
門
な
ど
か
ら
継
続
的
に
仕

入
れ
て
い
る
。
価
格
が
安
い
こ
と
も
あ
り
、
補
足
的
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

平
子
な
ど
は
、鯛
子
・
鯖
子
な
ど
も
含
む
が
、真
鰯
や
鯛
の
幼
魚
で
仙
崎
平
子
が

中
心
で
あ
っ
た
。
煎
と
同
じ
よ
う
に
補
助
的
に
仕
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
他
は
、
出
雲
鮩
・
宇
和
ハ
ゼ
・
泉
州
蟹
・
ぶ
り
粉
・
鯵
干
鰯
・
わ
た
・

砕
・
油
粕
な
ど
が
あ
っ
た
。
肥
料
に
な
る
も
の
な
ら
何
で
も
利
用
し
た
様
子
が
わ

か
る
。
ま
た
慶
応
二
年
に
は
油
粕
の
仕
入
れ
も
行
わ
れ
た
。
慶
応
元
年
に
は
魚
屋

は
赤
穂
藩
か
ら
油
絞
業
の
免
許
を
得
て
い
る
の
で
、
そ
の
関
連
で
、
近
隣
業
者
と

取
引
も
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

蝦
夷
地
産
魚
肥
で
は
、
鯡
粕
が
中
心
と
な
っ
た
。
全
体
に
対
す
る
比
重
を
見
る

と
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
内
外
で
推
移
し
て
い
る
。
羽
鯡
と
合
わ
せ
る
と
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
が
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
以
外
は
、
常
に
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

前
後
を
占
め
て
い
た
。
鯡
粕
に
は
、
ル
ル
モ
ッ
ヘ
イ
（
留
萌
）
鯡
粕
な
ど
産
地
名

が
付
く
こ
と
が
あ
り
、
ア
ツ
タ
（
厚
田
）・
オ
シ
ョ
ロ
（
忍
路
）・
マ
シ
ケ
（
増

毛
）・
ソ
ウ
ヤ
（
宗
谷
）・
タ
ル
マ
ヘ
（
樽
前
）・
ア
ッ
ケ
シ
（
厚
岸
）・
唐
太
（
樺

太
）・
オ
タ
ナ
ヘ
（
小
樽
内
）・
嶋
コ
マ
キ
（
嶋
小
牧
）・
シ
ャ
テ
ン
・
フ
ロ
な
ど

の
産
地
が
あ
が
っ
て
い
る
。
西
蝦
夷
地
域
（
日
本
海
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
側
）
の
も
の

が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
蝦
夷
地
が
幕
領
に
な
る
と
、
松
前
藩
が
統
制
し
て
い

た
西
蝦
夷
へ
の
船
舶
の
交
易
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
が
、
西
蝦
夷
産
地
魚
肥
の
流
入

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

羽
鯡
は
、
鯡
の
身
を
取
っ
た
残
り
で
、
鯡
粕
に
比
べ
安
価
で
あ
っ
た
の
で
利
用

さ
れ
た
。
鯡
粕
の
仕
入
れ
の
少
な
い
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
な
ど
は
、
こ
れ
を

補
う
よ
う
に
仕
入
れ
が
増
加
し
て
い
る
。
数
子
・
白
子
で
は
数
子
が
中
心
で
、
羽

鯡
に
並
ぶ
時
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
は
、
マ
シ
ケ
粕
な
ど
蝦
夷
地
地
名
の
粕
を
中
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心
に
入
れ
て
い
る
が
、
城
下
粕
や
タ
ル
マ
ヘ
粕
は
、
鰯
も
獲
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ

て
お
り
、
鯡
粕
と
は
限
ら
な
か
っ
た
の
で
そ
の
他
に
入
れ
て
い
る
。
そ
の
他
で
は

ほ
か
に
、
身
欠
き
鯡
・
笹
目
・
目
切
・
目
切
鱗
な
ど
が
あ
っ
た
。
最
後
の
そ
の

他
・
不
明
は
、
産
地
が
不
明
な
も
の
で
あ
る
。
鱗
・
石
灰
・
鳥
糞
・
大
鰈
粕
・
粕

荷
粕
な
ど
が
あ
っ
た
。

四
　
明
治
期
の
肥
料
仕
入
れ

　

Ａ　

明
治
初
年
の
仕
入
れ

　

表
5

−

1
，
2
は
、
明
治
初
年
の
仕
入
れ
の
動
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

表
5

−

1
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
か
ら
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
の

仕
入
れ
先
一
覧
で
あ
る
。
数
値
は
金
貨
で
示
し
て
い
る
が
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
が
最
低
で
一
四
二
五
両
余
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
が
最
高
で

五
〇
七
〇
両
余
と
な
っ
て
い
る
。
幕
末
期
の
慶
応
二
年
は
物
価
高
騰
が
最
高
潮
に

達
し
た
時
期
で
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
仕
入
れ
は
銀
六
九
五
貫
匁
余
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
仕
入
れ
規
模
は
小
さ
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
物
価
高
の
せ
い
も
あ
る
が
、
例
え
ば
慶
応
二
年
と
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

の
仕
入
れ
品
目
の
重
量
を
比
較
す
る
と
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
で
は
、
干
鰯

が
ほ
ぼ
三
倍
に
な
っ
た
以
外
は
、
す
べ
て
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
方
が
重
量

が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
主
力
の
鯡
粕
・
羽
鯡
・

数
子
・
白
子
で
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
仕
入
れ
重
量
を
超
え
る
品
目
は
な

く
、
つ
ぎ
の
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
超
え
る
仕
入
れ

表５－１　明治初年の仕入れ先（単位・明治5年まで両、同6年は円）
居所 名前 明治2年 明治3年 明治4年 明治5年 明治6年

兵庫
打出屋治兵衛 430 32 
瓜屋伊兵衛 315 422 183 
瓜屋嘉兵衛 410 105 64 
他 42 6 

大阪 助松屋作兵衛 466 821 412 207 1,378 
他 94 

上方合計 916 2,089 700 239 1,442 

室津
嶋屋半四郎 974 2,357 576 593 898 
箱館生産会所 749 
他 33 166 1,181 223 26 

室津小計 1,756 2,523 1,757 816 924 
下津井 105 
鞆 309 178 93 78 
尾道 105 145 260 
高松 175 175 

他 277 
西国合計 413 458 413 277 339 

不明 92 12 
合計 3,085 5,070 2,869 1,425 2,717 

上方の比重 29.7 41.2 24.4 16.8 53.1
室津の比重 56.9 49.8 61.2 57.2 34
西国の比重 13.4 9 14.4 19.5 12.5

嶋半四郎の全体の比重 31.6 46.5 20.1 41.6 33.1
出典：濱本家文書15−76～78各年度の「買仕入控帳」。
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が
出
る
よ
う
に
な
る
。
慶
応
二
年
の
ピ
ー
ク
後
、
明
治
初
年
に
な
る
と
や
や
低
迷

し
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
。

　

仕
入
れ
先
に
つ
い
て
見
る
と
、
室
津
と
そ
の
中
心
だ
っ
た
嶋
屋
半
四
郎
か
ら
の

仕
入
れ
が
一
定
の
比
重
は
占
め
な
が
ら
、
幕
末
期
の
よ
う
な
圧
倒
的
な
も
の
で
は

な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
代
わ
り
に
上
方
と
西
国
が
増
加
し
た
が
、
と
く
に
上
方

の
比
重
の
増
加
が
著
し
か
っ
た
。
兵
庫
で
は
打
出
屋
治
兵
衛
、
瓜
屋
伊
兵
衛
（
喜

助
改
）、
瓜
屋
嘉
兵
衛
な
ど
か
ら
の
仕
入
れ
が
あ
っ
た
。
瓜
屋
嘉
兵
衛
は
明
治
三

年
（
一
八
七
〇
）
の
干
鰯
屋
仲
間
「
戎
講
印
形
帳
」
で
は
、
年
寄
と
な
っ
て
い

る
。
瓜
屋
伊
兵
衛
も
仲
間
と
し
て
名
前
が
見
え
る（

（2
（

。
い
っ
ぽ
う
大
阪
で
は
、
助
松

屋
内
海
作
兵
衛
が
初
め
て
取
引
に
現
れ
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
継
続
取
引
を
続
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
助
松
屋
の
屋
号
は
干
鰯
屋
仲
間
の
寛
政
講
に
初
め
て
助
松
屋

弥
兵
衛
の
名
義
で
出
て
く
る
ほ
か（

（2
（

、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
大
坂
干
鰯
屋
仲

表
５
－
２
　
明
治
初
年
の
仕
入
れ

年
代

明
治

2年
明

治
3年

明
治

4年
明

治
5年

明
治

6年
品

目
俵

数（
俵

）
重

量（
貫

）
代

金
(匁

）
俵

数（
俵

）
重

量（
貫

）
代

金
(匁

）
俵

数（
俵

）
重

量（
貫

）
代

金
(匁

）
俵

数（
俵

）
重

量（
貫

）
代

金
(匁

）
俵

数（
俵

）
重

量（
貫

）
代

金
(匁

）
干

鰯
1,4

73
 

15
0 

17
4 

66
9 

21
 

4 
73

 
29

 
18

 
55

 
〆

粕
10

 
22

 
22

 
13

8 
72

9 
33

2 
キ

ビ
ナ

ゴ
20

 
42

 
煎

33
0 

66
 

12
9 

26
 

平
子

な
ど

84
 

9 
他

10
0玉

71
8 

12
4 

50
 

17
8 

10
 

1 
20

 
18

 
鯡

13
1 

24
 

鯡
粕

7,7
54

 
1,8

27
 

9,8
14

 
2,3

18
 

11
,15

2 
1,7

37
 

4,3
48

 
47

8 
7,8

75
 

1,1
54

 
羽

鯡
24

1 
33

 
3,1

13
 

67
3 

1,3
11

 
20

5 
1,5

76
 

15
3 

2,4
08

 
30

1 
数

子
3,1

21
 

90
7 

4,2
07

 
1,2

11
 

2,5
42

 
65

2 
2,0

71
 

27
4 

3,8
19

 
60

4 
白

子
15

 
2 

71
 

12
 

他
81

 
21

 
1,4

67
 

24
5 

1,0
66

 
75

 
2,3

82
 

40
6 

他
・

不
明

28
3.3

17
71

9.8
52

12
5.9

73
8

合
計

34
．

53
5

／
10

0玉
13

,30
7 

3,0
85

 
22

4 
17

,21
5 

5,0
70

 
10

 
16

,55
2 

2,8
69

 
56

1 
9,7

90
 

1,4
25

 
14

7 
17

,49
0 

2,7
17

 

北
海

道
産

品
89

.8
83

.3
98

.9
68

.8
92

.1
鯡

粕
59

.2
45

.7
60

.5
33

.6
42

.5
羽

鯡
1.1

13
.3

7.1
10

.7
11

.1
数

子
29

.4
23

.9
22

.7
19

.2
22

.2
出

典
：

表
5

－
1

に
同

じ
。
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間
本
組
の
な
か
に
見
ら
れ
、
同
じ
時
期
の
問
屋
組
に
は
な
い
の
で
、
仲
買
を
中
心

と
し
た
干
鰯
屋
の
系
列
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（2
（

。
問
屋
組
・
本
組
が
一
体
と
な
っ

た
住
吉
講
の
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
と
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
名
簿
の
な

か
に
は
両
方
に
助
松
屋
作
兵
衛
の
名
前
が
あ
る（

（2
（

。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に

は
、
上
方
の
仕
入
れ
金
額
が
室
津
を
超
え
る
が
、
そ
の
中
心
は
助
松
屋
か
ら
の
仕

入
れ
で
あ
っ
た
。
西
国
も
、
室
津
が
少
な
く
な
っ
た
分
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で

推
移
し
た
。
中
心
は
鞆
の
大
坂
屋
万
右
衛
門
、
尾
道
の
津
国
屋
伴
助
と
の
取
引
が

幕
末
か
ら
継
続
し
て
い
た
。
表
5

−

2
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
よ
り
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
ま
で
の
魚
肥
の
品
目
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
幕
末
期
か
ら

引
き
続
い
て
、
明
治
五
年
以
外
は
北
海
道
の
鯡
類
が
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
内
外
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
鯡
粕
と
羽
鯡
を
合
わ
せ
る
と
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
内
外
で
、
こ
れ

も
幕
末
期
の
動
向
を
引
き
継
い
で
い
た
。

　

Ｂ　

明
治
一
〇
年
代
か
ら
明
治
二
〇
年
代
の
仕
入
れ

　

こ
の
時
期
は
、
西
南
戦
争
後
の
イ
ン
フ
レ
期
と
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に

は
は
っ
き
り
し
て
く
る
松
方
デ
フ
レ
期
、
明
治
一
九
年
頃
か
ら
の
復
興
期
と
に
分

け
ら
れ
る
。
仕
入
れ
総
額
の
動
向
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
沿
っ
て
い
る
。

　

表
6

−

1
に
仕
入
れ
先
の
動
向
を
示
し
た
。
前
半
で
は
明
治
一
四
年

（
一
八
八
一
）
に
一
万
二
六
一
六
円
余
と
な
り
、
そ
の
後
、
デ
フ
レ
の
進
行
と
と

も
に
仕
入
れ
額
は
低
迷
し
て
い
っ
た
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
底
と
な

り
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
は
回
復
、
そ
の
後
廃
業
ま
で
低
調
で
あ
っ
た
。

　

仕
入
れ
先
で
は
、
明
治
初
年
か
ら
の
動
き
を
引
き
継
い
で
、
室
津
か
ら
の
仕
入

れ
が
不
安
定
と
な
り
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
ま
っ
た
く
仕
入
れ
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
は
山
陽
鉄
道
が

赤
穂
の
有
年
ま
で
延
伸
し
、
相
生
湾
の
北
端
の
那
波
に
停
車
場
が
で
き
鉄
道
の
利

用
が
可
能
と
な
っ
た（

（2
（

。
い
っ
ぽ
う
室
津
に
は
線
路
が
通
ら
ず
、
同
港
は
孤
立
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
助
松
屋
内
海
作
兵
衛
の
魚
肥
の
仕
送
り
は
明
治
二
七
年

（
一
八
九
四
）
ま
で
船
輸
送
で
あ
っ
た
の
で
、
当
面
、
室
津
か
ら
の
仕
入
れ
の
途

絶
と
は
関
係
な
い
よ
う
で
あ
る
。
室
津
の
仕
入
れ
の
減
少
を
埋
め
合
わ
せ
た
の
が

上
方
と
西
国
で
あ
っ
た
。
ま
た
北
国
に
分
類
し
た
が
北
前
船
主
と
の
取
引
も
し
ば

し
ば
見
ら
れ
た
。

　

上
方
で
は
、
兵
庫
の
吉
崎
久
兵
衛
か
ら
の
仕
入
れ
が
断
続
的
に
行
わ
れ
た
。
吉

崎
久
兵
衛
（
川
崎
町
）
は
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
の
兵
庫
肥
物
仲
買
仲
間
の

「
営
業
人
名
簿
」
に
見
え
る
仲
買
で
あ
る
。
他
に
は
、
川
崎
町
の
木
村
嘉
吉
、
本

町
の
瓜
屋
森
田
半
兵
衛
、
船
大
工
町
の
佐
久
間
慶
三
郎
も
「
営
業
人
名
簿
」
に
名

前
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
個
別
に
は
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
、
仕
入

れ
が
行
わ
れ
た（

（2
（

。
ま
た
明
治
二
三
年
以
降
は
兵
庫
宮
崎
町
の
藤
商
会
や
東
出
町
の

入
江
常
七
か
ら
に
仕
入
れ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
大
阪
で
は
助
松
屋
内
海
作

兵
衛
か
ら
の
仕
入
れ
が
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
か
ら
継
続
し
て
行
わ
れ
、

規
模
も
大
き
か
っ
た
。
両
者
は
相
当
に
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
五
代
目

弥
七
郎
は
加
古
郡
西
谷
村
大
西
彦
平
の
姉
を
内
海
作
兵
衛
の
娘
と
し
て
、
後
妻
に



15 （白川部達夫）

も
ら
い
受
け
た
と
い
う（

（2
（

。
ま
た
瀬
戸
内
海
諸
港
で
は
、
鞆
か
ら
の
仕
入
れ
が
な
く

な
り
、
岡
山
県
玉
島
か
ら
の
仕
入
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
心
は
吉

井
屋
東
盛
源
蔵
か
ら
で
、
林
庄
兵
衛
な
ど
か
ら
も
断
続
的
に
仕
入
れ
て
い
た
。
明

治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
は
兵
庫
の
仕
入
れ
が
途
絶
え
る
が
、
こ
れ
は
魚
屋
の
手

船
相
生
丸
で
の
仕
入
れ
が
五
三
九
九
円
余
と
大
規
模
に
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
北
国
と
し
た
の
は
、
福
井
県
橋
立
の
北
前
船
主
岩
田
正
吉
、
寺
谷
源
七

（
和
吉
）
や
敦
賀
の
船
荷
問
屋
清
水
仁
三
郎
か
ら
の
仕
入
れ
が
あ
っ
た（

（2
（

。
岩
田
の

場
合
は
、「
買
仕
入
控
帳
」
で
は
兵
庫
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
兵
庫
で
の
取

表
６
－
１
　
明
治
10
～
20
年
代
の
仕
入
れ
（
単
位
：
円
）

居
所

名
前

明
治

11
年

明
治

12
年

明
治

14
年

明
治

15
年

明
治

16
年

明
治

17
年

明
治

18
年

明
治

19
年

明
治

24
年

明
治

25
年

明
治

26
年

兵
庫

吉
崎

久
兵

衛
2,8

04
 

2,6
75

 
19

6 
23

2 
22

8 
54

6 
他

43
6 

1,1
36

 
49

0 
2,9

34
 

2,8
56

 
大

阪
助

松
屋

内
海

作
兵

衛
2,6

13
 

6,2
19

 
43

3 
2,5

20
 

2,5
49

 
2,9

79
 

1,7
61

 
4,0

56
 

2,8
30

 
3,7

06
 

他
47

1 
41

8 
25

1 
上

方
小

計
3,0

50
 

10
,15

9 
3,5

98
 

3,1
87

 
2,5

49
 

2,9
79

 
1,7

61
 

4,7
06

 
5,9

93
 

7,3
59

 
室

津
嶋

屋
三

木
半

四
郎

2,2
43

 
97

8 
2,8

93
 

59
9 

2,7
90

 
72

4 
69

3 
金

屋
藤

本
長

左
衛

門
40

5 
66

 
58

6 
49

5 
20

2 
60

 
13

5 
吉

野
喜

助
93

3 
1,6

39
 

2,8
93

 
36

1 
48

 
26

0 
他

48
4 

14
6 

23
2 

61
 

室
津

小
計

4,0
65

 
1,1

90
 

2,4
58

 
6,2

81
 

66
0 

3,3
53

 
83

3 
1,0

88
 

0 
0 

0 
下

津
井

1,2
53

 
1,5

59
 

1,4
32

 
35

4 
10

0 
1,1

35
 

61
2 

玉
島

吉
井

屋
東

盛
源

蔵
1,2

23
 

91
7 

1,2
04

 
40

2 
19

6 
83

4 
41

9 
他

74
2 

1,3
09

 
44

8 
91

9 
1,4

40
 

玉
島

小
計

1,9
64

 
91

7 
2,5

13
 

84
9 

1,1
14

 
2,2

75
 

41
9 

0 
他

5 
1,7

15
 

1,4
58

 
1,2

80
 

36
 

5,8
39

 
16

 
西

国
小

計
3,2

22
 

4,1
90

 
5,4

03
 

2,4
83

 
1,2

50
 

6,9
74

 
2,9

02
 

41
9 

0 
北

国
1,1

89
 

39
3 

1,5
66

 
1,7

58
 

1,4
23

 
不

明
25

 
合

計
7,2

87
 

9,6
44

 
12

,61
6 

9,8
79

 
9,2

51
 

8,7
78

 
6,6

27
 

11
,58

1 
9,0

31
 

6,4
12

 
7,3

59
 

上
方

の
比

重
0

31
.6

80
.5

36
.4

34
.5

29
44

.9
15

.2
52

.1
93

.5
10

0
室

津
の

比
重

55
.8

12
.3

19
.5

63
.6

7.1
38

.2
12

.6
9.4

0
0

0
西

国
の

比
重

44
.2

43
.5

0
0

58
.4

28
.3

18
.9

60
.2

32
.1

6.5
0

北
国

の
比

重
0

12
.3

0
0

0
4.5

23
.6

15
.2

15
.8

0
0

出
典

：
濱

本
家

文
書

15
－

79
～

82
各

年
度

の
「

買
仕

切
帳

」。
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引
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
寺
谷
源
七
は
明
治
一
八
年
に
そ
の
持
船
幸
徳

丸
に
魚
屋
が
四
分
の
出
資
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
仕
入
れ
も
行
わ
れ
た
（
表
1
参

照
）。
清
水
仁
三
郎
の
場
合
は
、

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前
国
敦
賀
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
仁
三
郎

　
　

廿
年

　
　

亥
年
七
月
二
日

　
　

手
船
相
生
丸
積

　
　

一
、
江
差
産
は
鯡
弐
千
七
百
束

と
あ
り
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
は
魚
屋
の
手
船
相
生
丸
で
敦
賀
で
受
け

取
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
六
代
目
弥
七
郎
は
京
都

東
本
願
寺
の
本
堂
上
棟
式
に
参
詣
の
つ
い
で
に
、
敦
賀
の
清
水
家
や
橋
立
の
寺
谷

表
６
－
２
　
明
治
10
～
20
年
代
の
仕
入
れ
品
目

年
代

明
治

11
年

明
治

12
年

明
治

14
年

明
治

15
年

明
治

16
年

明
治

17
年

明
治

18
年

明
治

19
年

明
治

24
年

明
治

25
年

明
治

26
年

品
目

俵
数

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

俵
数

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

重
量

（
貫

）
代

金
（

円
）

干
鰯

21
5

47
2,1

95
30

1
64

81

〆
粕

86
.17

4 俵
37

9
11

22
23

,35
5

3,7
84

1,1
42

27
5

キ
ビ

ナ
ゴ

煎 平
子

な
ど

29
3

11
5

他
1,4

40
20

9
1,9

43
15

0
4,3

37
35

9
鯡

82
8

16
3

7,9
60

1,0
38

1,7
94

20
6

鯡
粕

14
,15

2
2,9

99
22

,00
3

5,6
32

41
,47

8
10

,09
3

18
,10

5
4,3

72
22

,51
8

4,6
21

28
,83

9
4,4

30
18

,67
1

2,4
00

22
,37

4
3,2

33
21

,97
1

4,4
22

16
,90

4
3,7

27
13

,16
3

3,0
44

羽
鯡

3,8
59

73
8

13
6

3,2
83

76
6

2,8
47

75
7

3,9
94

90
9

11
,21

1
1,8

39
1,7

95
27

8
6,4

02
81

1
3,7

10
49

7
7,3

96
1,1

56
3,7

13
76

2
3,8

17
76

7
数

子
4,1

14
90

0
5,6

98
1,4

17
3,2

23
1,0

79
4,7

79
1,0

74
7,4

23
96

8
11

,42
4

1,3
59

9,9
23

1,2
73

6,0
67

95
9

7,5
00

1,5
24

4,4
32

1,0
43

3,2
57

76
0

白
子

4,5
19

1,0
15

2,6
56

73
2

4,1
88

61
3

2,8
03

45
7

8,8
98

1,3
52

13
,10

1
2,1

63
8,6

01
1,9

28
56

6
14

1
5,6

11
1,4

03
他

2,2
68

35
1

11
,24

2
2,9

25
5,9

13
1,0

46
6,3

99
98

4
3,4

40
43

6
2

50
5

他
・

不
明

4,8
34

1,1
69

4,3
50

1,0
97

5
52

1,3
25

29
8

1,3
98

21
0

7,7
27

73
8

10
,30

3
1,1

09
合

計
29

3
33

,74
6

7,2
87

13
6

37
,98

9
9,6

44
49

,20
6

12
,61

6
41

,64
0

9,8
79

52
,08

1
9,2

51
60

,62
8

8,7
78

51
,07

1
6,6

27
73

,01
0

11
,58

1
45

,46
8

9,0
31

33
,34

3
6,4

12
37

,29
3

7,3
59

北
海

道
比

重
82

.4
88

.6
94

.6
93

.9
10

0
97

.4
97

.7
63

.5
10

0
10

0
96

.3
鯡

粕
比

重
41

.2
58

.4
80

44
.3

50
50

.5
36

.2
27

.9
49

58
.1

41
.4

羽
鯡

比
重

10
.1

7.9
6

9.2
19

.9
3.2

12
.2

4.3
12

.8
11

.9
10

.4
数

子
比

重
12

.4
14

.7
8.6

10
.9

10
.5

15
.5

19
.2

8.3
16

.9
16

.3
10

.3
出

典
：

濱
本

家
文

書
、

表
６

－
1

に
同

じ
。



17 （白川部達夫）

家
を
訪
れ
、
信
州
善
光
寺
か
ら
関
東
・
仙
台
を
廻
っ
て
帰
っ
て
お
り
、
北
前
船
主

な
ど
と
深
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た（

（2
（

。

　

品
目
に
つ
い
て
表
6

−

2
を
見
る
と
、
明
治
初
年
か
ら
引
き
継
い
で
、
北
海
道

産
の
魚
肥
が
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
を
占
め
、
西
国
産
の
も
の
は
補
足
的
な
も
の

に
過
ぎ
な
く
な
り
、
明
治
一
九
年
を
例
外
に
、
明
治
二
〇
年
代
に
な
る
と
ま
っ
た

く
仕
入
れ
ら
れ
な
く
な
る
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
は
、
手
船
相
生
丸
が
大

量
に
〆
粕
を
仕
入
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。「
〆
粕
」
と
の
み
あ
る
の
で
、
北
海

道
産
品
に
加
え
て
い
な
い
が
、
白
子
・
数
子
と
と
も
に
仕
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
北
海
道
産
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
か
ら
は
志
那
大
豆
粕
の
仕
入
れ
が
始
ま
っ
た
。
仕

入
れ
先
は
兵
庫
の
藤
商
会
が
中
心
で
大
阪
の
内
海
作
兵
衛
か
ら
も
仕
入
れ
て
い

た
。
兵
庫
県
神
東
郡
薮
田
村
の
高
瀬
屋
の
場
合
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に

初
め
て
大
豆
粕
が
仕
入
れ
ら
れ
、
翌
年
に
は
そ
の
重
量
が
鯡
粕
を
超
え
た（

（3
（

。
相
生

の
魚
屋
も
ほ
ぼ
こ
の
頃
か
ら
大
豆
粕
を
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。ま
た
高
瀬
屋
の
大
豆
粕
仕
入
れ
は
飾
磨
や
姫
路
方
面
で
あ
っ
た
が
、魚
屋
は
兵

庫
・
大
阪
で
あ
っ
た
。
飾
磨
と
取
引
関
係
が
強
く
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

　

以
上
、
幕
末
期
の
播
磨
相
生
の
肥
料
商
魚
屋
弥
七
郎
魚
肥
仕
入
れ
に
つ
い
て
見

て
き
た
。
以
下
、
簡
単
に
要
約
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　

魚
屋
弥
七
郎
家
は
、
播
磨
相
生
の
住
人
で
宝
暦
頃
を
当
面
の
初
代
と
し
て
、
少

な
く
と
も
天
保
前
期
に
は
肥
料
商
と
し
て
相
当
規
模
の
商
売
を
行
っ
て
い
た
。
天

保
元
年
（
一
八
三
〇
）
に
は
、
領
主
の
赤
穂
藩
よ
り
、
藩
主
催
の
講
に
参
加
し
た

な
ど
の
功
績
で
名
字
を
許
さ
れ
、
嘉
永
期
に
は
札
座
の
御
用
達
し
と
な
り
、
そ
の

財
力
を
期
待
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
。

　

魚
屋
の
仕
入
れ
は
、
近
く
の
古
く
か
ら
瀬
戸
内
海
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
室
津
港

か
ら
が
中
心
で
あ
っ
た
。
と
く
に
嘉
永
期
か
ら
慶
応
期
ま
で
、
嶋
屋
半
四
郎
か
ら

の
仕
入
れ
が
高
い
比
重
を
占
め
、
こ
れ
に
続
い
て
鍋
屋
甚
右
衛
門
か
ら
の
仕
入
れ

が
あ
っ
た
。
し
か
し
慶
応
期
に
は
、
室
津
の
比
重
と
嶋
屋
半
四
郎
の
室
津
仕
入
れ

の
全
体
で
の
比
重
も
低
下
し
た
。
室
津
の
全
体
に
占
め
る
比
重
の
低
下
は
、
瀬
戸

内
海
諸
港
か
ら
の
仕
入
れ
が
増
加
し
た
こ
と
、
ま
た
室
津
仕
入
れ
内
で
、
嶋
屋
半

四
郎
の
比
重
が
低
下
し
た
の
は
、
箱
館
会
所
が
設
立
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
の
仕
入
れ

が
生
ま
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

上
方
で
は
、
兵
庫
の
干
鰯
屋
か
ら
の
仕
入
れ
が
一
定
数
あ
り
、
大
坂
か
ら
も
仕

入
れ
を
行
っ
て
い
た
が
大
き
な
比
重
は
占
め
て
い
な
い
。
兵
庫
で
は
瓜
屋
半
兵
衛

か
ら
の
仕
入
れ
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
あ
り
、
打
出
屋
治
兵
衛
か
ら
断

続
的
に
仕
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
両
者
と
も
兵
庫
干
鰯
屋
仲
間
に
属
し
て
い
た
。
大

坂
で
は
鷲
屋
与
七
郎
か
ら
の
仕
入
れ
が
あ
っ
た
。
名
前
が
一
致
す
る
も
の
は
な
い

が
、
鷲
屋
は
古
く
か
ら
の
大
坂
干
鰯
屋
に
は
多
く
見
ら
れ
た
屋
号
で
、
海
部
堀
に

居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
干
鰯
屋
仲
間
の
一
人
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時

期
は
春
先
の
仕
入
れ
が
多
く
、
瀬
戸
内
・
西
国
産
の
も
の
が
主
と
な
っ
て
い
た
。

　

ほ
か
に
瀬
戸
内
海
諸
港
の
問
屋
か
ら
仕
入
れ
た
も
の
も
、
こ
の
時
期
を
通
じ
て
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増
加
し
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
ほ
ぼ
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
。
下

津
井
・
鞆
・
高
松
な
ど
の
問
屋
か
ら
の
仕
入
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。
下
津
井
の
津

国
屋
伴
助
、
高
松
の
泉
屋
亦
右
衛
門
、
鞆
の
大
坂
屋
万
右
衛
門
な
ど
が
代
表
的
な

仕
入
れ
先
と
な
っ
て
い
た
。

　

仕
入
れ
品
目
で
は
、
蝦
夷
地
産
の
魚
肥
が
総
仕
入
れ
銀
額
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト

台
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
内
、
鯡
粕
が
四
、五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
、
羽
鯡
と
合

わ
せ
る
と
六
、七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
な
っ
た
。
西
国
・
瀬
戸
内
海
産
の
も
の
も

一
定
数
あ
っ
た
が
、
目
に
付
く
の
は
五
島
産
の
干
鰯
や
キ
ビ
ナ
ゴ
な
ど
五
島
産
の

も
の
が
あ
り
、佐
伯
・
宇
和
も
の
は
あ
ま
り
多
く
は
な
か
っ
た
。ま
た
銀
高
は
少
な

い
が
煎
魚
肥
が
見
ら
れ
る
の
も
他
の
仕
入
れ
で
は
あ
ま
り
な
い
特
徴
で
あ
っ
た
。

　

明
治
初
年
に
な
る
と
、
幕
末
期
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
を
ピ
ー
ク
に
仕
入

れ
量
は
や
や
低
下
し
、
明
治
一
二
年
ま
で
戻
ら
な
い
。
そ
の
な
か
で
室
津
の
嶋
屋

半
四
郎
か
ら
の
仕
入
れ
金
額
は
、
幕
末
期
の
よ
う
な
高
い
比
重
を
占
め
な
く
な

る
。
室
津
か
ら
の
仕
入
れ
の
比
重
も
同
様
で
、
そ
の
分
、
上
方
・
西
国
か
ら
の
比

重
が
高
く
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
取
引
の
な
か
っ
た
大
阪
の
干
鰯
屋
助
松
屋
内
海
作

兵
衛
か
ら
の
仕
入
れ
が
始
ま
り
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
続
い
て
、
仕
入
れ
の
中
心

と
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、
下
津
井
・
鞆
・
高
松
な
ど
か
ら
の
仕
入
れ

も
広
が
り
、
瀬
戸
内
海
諸
港
と
広
い
交
易
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
品
目
で

は
干
鰯
な
ど
も
仕
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
基
本
は
北
海
道
産
品
で
九
〇
パ
ー
セ
ン

ト
内
外
と
な
っ
た
。

　

明
治
一
〇
年
代
か
ら
同
二
〇
年
代
は
、
室
津
か
ら
の
仕
入
れ
が
次
第
に
低
下

し
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
か
ら
は
ま
っ
た
く
途
絶
え
た
。
そ
れ
に
変
わ
っ

て
大
阪
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
助
松
屋
内
海
作
兵
衛
か
ら
の
仕
入
れ
が
中

心
と
な
り
、
兵
庫
や
瀬
戸
内
海
諸
港
が
加
わ
っ
た
が
、
新
し
い
も
の
と
し
て
は
岡

山
県
玉
島
港
の
東
盛
源
蔵
か
ら
の
仕
入
れ
が
見
ら
れ
た
。
品
目
で
は
、
北
海
道
産

の
鯡
粕
・
羽
鯡
と
数
子
が
中
心
で
単
純
化
と
大
阪
肥
料
商
へ
の
集
約
化
が
大
き
な

流
れ
と
し
て
見
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
は
中

国
産
大
豆
粕
の
仕
入
れ
が
始
ま
り
、
つ
ぎ
の
段
階
へ
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。

　

本
論
で
対
象
と
し
た
時
期
は
、
蝦
夷
地
の
大
半
が
幕
府
に
収
公
さ
れ
北
前
船
の

活
動
が
活
発
化
す
る
時
期
か
ら
、
商
社
な
ど
に
よ
る
北
海
道
と
の
汽
船
の
運
賃
積

み
も
展
開
し
始
め
、
東
京
・
大
阪
・
兵
庫
（
神
戸
）
な
ど
中
央
市
場
へ
魚
肥
も
集

約
さ
れ
る
方
向
が
出
て
く
る
時
期
で
あ
っ
た
。
瀬
戸
内
海
の
小
港
相
生
の
肥
料
小

売
商
魚
屋
の
仕
入
れ
動
向
は
、
こ
の
動
き
を
何
ほ
ど
か
反
映
し
て
い
る
。
室
津
中

心
の
仕
入
れ
の
後
退
と
途
絶
、
瀬
戸
内
海
諸
港
か
ら
の
仕
入
れ
、
大
阪
助
松
屋
か

ら
の
仕
入
れ
が
中
心
へ
の
移
行
、
北
前
船
主
と
の
交
流
、
さ
ら
に
瀬
戸
内
海
・
西

国
産
干
鰯
・
鰯
〆
粕
や
多
様
な
魚
肥
か
ら
鯡
粕
・
羽
鯡
・
数
子
な
ど
へ
の
集
約
化

の
動
き
、
そ
し
て
大
豆
粕
の
仕
入
れ
な
ど
そ
の
全
国
的
な
市
場
変
動
に
た
い
す
る

魚
屋
の
対
応
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）�
兵
庫
県
相
生
市
濱
本
博
厚
家
文
書
。
現
在
、
同
家
文
書
は
兵
庫
県
立
博
物
館
に
所

管
さ
れ
て
い
る
。
以
下
同
家
文
書
は
濱
本
家
文
書
と
略
記
す
る
。
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（
2
）�
鯡
魚
肥
及
び
北
前
船
に
つ
い
て
は
、
中
西
聡
『
近
世
・
近
代
日
本
の
市
場
構
造
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）。
八
章
参
照
。

（
3
）�

瀬
戸
内
海
の
地
域
市
場
の
展
開
と
特
質
に
つ
い
て
は
、
西
向
宏
介
「
幕
末
の
市
場

構
造
と
流
通
」（
明
治
維
新
史
学
会
編
『
講
座
明
治
維
新
』
八
巻
、
有
志
舎
、

二
〇
一
三
年
）。

（
4
）�

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
編
『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
近
世
三
（
兵
庫
県
、

一
九
九
三
年
）
一
一
八
頁
。

（
5
）�

相
生
市
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
相
生
市
史
』
二
巻
（
相
生
市
教
育
委
員
会
、

一
九
八
六
年
）
五
四
七
〜
五
五
三
頁
。

（
6
）�

濱
本
家
文
書
一
七

−

一
番
。
年
不
詳
「
諸
事
録
」。
以
下
、
と
く
に
注
し
な
い
限

り
、「
諸
事
録
」
に
よ
る
。

（
7
）�

濱
本
家
文
書
一
五

−

八
二
番
。
明
治
二
三
年
正
月
「
買
仕
切
留
帳
」。

（
8
）�

濱
本
家
文
書
一
五

−

一
番
。
天
保
八
年
正
月
「
干
鰯
当
座
帳
」。

（
9
）�「
日
本
全
国
商
工
人
名
録
」（
渋
谷
隆
一
編
『
明
治
期
日
本
全
国
資
産
家
地
主
資
料

集
成
』
二
、
柏
書
房
、
一
九
八
四
年
）。

（
10
）�

相
生
市
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
相
生
市
史
』
三
巻
（
相
生
市
教
育
委
員
会
、

一
九
八
八
年
）
二
六
一
〜
二
六
四
頁
。
な
お
地
主
か
ら
金
融
資
本
へ
の
転
換
が
魚

屋
は
他
の
瀬
戸
内
海
地
方
の
地
主
よ
り
早
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
11
）�

拙
稿
「
幕
末
期
に
お
け
る
干
鰯
仲
買
と
地
域
市
場
」（『
東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合

研
究
所
紀
要
』
一
〇
号
、
二
〇
〇
九
号
）。
以
下
、
飾
万
の
嶋
屋
仁
左
衛
門
の
事

例
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
に
よ
る
。
な
お
近
世
で
は
飾
万
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多

く
、
明
治
に
な
っ
て
飾
磨
と
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
飾
万
を
使
用
し
た
。

（
12
）�

開
拓
史
蔵
版
『
西
南
諸
港
報
告
書
』（
明
治
十
五
年
二
月
出
版
、
商
品
流
通
史
研

究
会
編
『
近
代
日
本
商
品
流
通
史
資
料
』
二
巻
、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
七
九

年
）。

（
13
）�

濱
本
家
文
書
一
五

−

一
四
三
番
。
嘉
永
五
年
正
月
「
干
鰯
通
」。
な
お
目
録
で
は

嘉
永
三
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
引
用
部
分
に
「
亥
十
二
月
差
引
残
り
」
と
あ
り
、

嘉
永
の
亥
年
は
嘉
永
四
年
で
あ
る
の
で
、
本
史
料
が
嘉
永
五
年
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
同
帳
の
表
紙
の
年
代
が
剥
落
し
て
い
た
た
め
誤
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

（
14
）�

神
戸
市
立
博
物
館
所
管
、
明
治
三
年
干
鰯
屋
仲
間
「
戎
講
印
形
帳
」。

（
15
）�『
大
阪
靫
肥
料
市
場
沿
革
史
』（
大
阪
府
肥
料
卸
商
業
組
合
、
一
九
四
一
年
）
五
一

〜
五
二
頁
、
宝
暦
一
〇
年
十
二
月
、
干
鰯
仲
買
戎
講
名
前
附
に
鷲
屋
半
兵
衛
の
名

前
が
見
え
る
の
が
古
い
例
で
あ
る
。

（
16
）�

西
宮
市
郷
土
資
料
館
蔵
、
六

−

二
四
番
、「（
干
鰯
）
定
目
」。

（
17
）�

田
島
佳
也
『
近
世
北
海
道
魚
業
と
海
産
物
流
通
』（
清
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
五

章
「
箱
館
産
物
会
所
の
実
態
と
特
質
」。

（
18
）�

濱
本
家
文
書
一
五

−

一
一
九
番
。
慶
応
三
年
正
月
「
歳
々
諸
用
事
帳
」。

（
19
）�

中
西
聡
『
近
世
・
近
代
日
本
の
市
場
構
造
』（
前
掲
）
二
八
四
〜
二
九
〇
頁
。

（
20
）�

神
戸
市
立
博
物
館
所
管
、
明
治
三
年
干
鰯
屋
仲
間
「
戎
講
印
形
帳
」。

（
21
）�『
大
阪
靫
肥
料
市
場
沿
革
史
』（
前
掲
）五
三
頁
。

（
22
）�

国
文
学
研
究
資
料
館
所
管
、
祭
魚
洞
・
大
坂
干
鰯
問
屋
仲
間
記
録
、
文
政
九
年

「
組
合
申
合
印
形
帳
」。

（
23
）�

国
文
学
研
究
資
料
館
所
管
、
祭
魚
洞
・
大
坂
干
鰯
問
屋
仲
間
記
録
、
嘉
永
五
年

「
神
楽
講
」、
文
久
元
年
「
記
録
名
前
帳
」。

（
24
）�

相
生
市
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
相
生
市
史
』
三
巻（
前
掲
）二
五
六
〜
二
五
八
頁
。

（
25
）�

神
戸
市
立
博
物
館
所
管
、
明
治
一
四
年
「
営
業
人
名
簿
」。

（
26
）�

濱
本
家
文
書
一
七

−

一
番
。
年
不
詳
「
諸
事
録
」。

（
27
）�「
日
本
全
国
商
工
人
名
録
」（
渋
谷
隆
一
編
『
明
治
期
日
本
全
国
資
産
家
地
主
資
料

集
成
』
前
掲
）。

（
28
）�

濱
本
家
文
書
一
五

−

八
一
番
。
明
治
一
六
年
正
月
「
買
仕
切
留
帳
」。

（
29
）�

濱
本
家
文
書
一
七

−

一
番
。
年
不
詳
「
諸
事
録
」。

（
30
）�

拙
稿
「
一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
播
磨
の
在
村
肥
料
商
の
動
向
」（『
東
洋
大
学
人

間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
二
二
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

追
記

本
論
文
は
二
〇
一
七
〜
二
〇
一
九
年
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
「
近
世
後
期
の
市

場
変
動
と
肥
料
商
」（
課
題
番
号
一
七
Ｋ
〇
三
一
〇
八
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
論
文

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
快
く
古
文
書
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
濱
本
博
厚
氏
及
び
兵
庫
県
立
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博
物
館
の
皆
様
に
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

肥
料
商　

鯡
粕　

鯡　

瀬
戸
内
海　

播
磨


